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 第 595 回 役員会 議事概要 

 

  

１ 日 時  令和５年９月 13日（水） ９時 30分～10時 18 分 

 

２ 場 所  Zoom 会議 

 

３ 出席者  構成員７名： 
牛木学長，川端理事，坂本理事，澤村理事，末吉理事，西田理事，

塚本理事 
       陪席者３名： 
        冨田特命理事，田代監事，逸見監事 
 
 

４ 議事概要の確認 

第 592 回(令和５年８月 21 日），第 593 回(令和５年８月 23 日），第 594 回(令和

５年９月４日）の議事概要が確認された。 

 

５ 審議事項 

（１）令和５年度医歯学総合病院収支見込（９月版）について 

令和５年度医歯学総合病院収支見込（９月版）について，資料１に基づき審議が

行われ，原案のとおり承認された。 

（主な意見及び質疑等） 

・病院の中でのコンセンサスも得られてきており，病床稼働率もキープできている

ということはとても良い部分でもあるので，引き続き周知しながら進めてもらい

たい。 

・診療科ごとに病床や手術室等の空き状況に差があり，入院の待機患者が数か月待

たなければならないといったような，目詰まりを起こしている状況でもあるので，

病院全体として均すなどして，より効率的に稼働していくこととしたい。 

・病院間の連携も大切であり，新潟市内の病院では，共通の紹介サポートプログラ

ムを活用しようという話も出ている。そういったものを活用することで患者の利

便性が上がり，待機させることも少なくなっていくと思っている。 

 

 

６ 報告事項 

（１）令和４事業年度財務諸表の承認について 

西田理事から令和４事業年度財務諸表の承認について，資料２に基づき報告があ

った。 

（主な意見及び質疑等） 

・なし 
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（２）国立大学法人新潟大学に対する訴訟の終了について 

西田理事から国立大学法人新潟大学に対する訴訟の終了について，資料３に基づ

き報告があった。 

（主な意見及び質疑等） 

・なし 

 

 

（３）新潟大学入試ミス検証チームの検証結果について 

坂本理事から新潟大学入試ミス検証チームの検証結果について，資料４に基づき

報告があった。 

（主な意見及び質疑等） 

・確認等の業務をルーティン化することで，学部側がデータ等を受け取った際に，

それが正しいものだと思い込んで対応してしまうこともあると思うので，そうい

った部分のチェックもしっかりと行ってもらう必要もあると思う。また，入試の

判定以外にも，掲示や発表，文書の送付といった部分でのミスも起きうるので，

そういった部分の見直しも必要だと思う。 

 

 

（４）医歯学総合病院診療実績（令和５年７月分）について 

冨田特命理事から医歯学総合病院診療実績（令和５年７月分）について，資料５

に基づき報告があった。 

（主な意見及び質疑等） 

・なし 

 

 

（５）令和６年度概算要求について 

（６）令和６年度概算要求（施設整備費等）について 

（７）新潟大学医歯学総合病院運営協議会の報告について 

（８）新潟大学医歯学総合病院長候補者選考委員会の報告について 

 

報告事項の（５），（６），（７）及び（８）については，口頭による説明は省略し，

役員において資料６，資料７，資料８及び資料９を確認した。 

（主な意見及び質疑等） 

・概算要求の教育研究組織改革分における「未来教育」の要求内容が，文部科学省

から財務省への要求に含まれなかったことについて，学務部ともこの原因の分析

をしているところであるが，文部科学省から示されていた重要キーワードにうま

く合致していなかったことなどが要因ではないかと考えている。 

・今回の要求内容は提出時にはいずれも良くなったと思うが，最終的には大学院や

社会共創といった政策的な目線の部分が多く通ったのだと思う。ある意味では大

学院改革が本学に残された一番重要なポイントでもあるので，そこが通ったのは

良いことだと思うし，未来ビジョン実現本部を核として災害医療を大学の一つの

柱として位置づけるということも良かったと思う。また，これからグリーン戦略
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や，未来ビジョンの中で進めなければならない国際戦略のような新潟大学の弱い

部分を育てていくためにも，むしろ大事な点であったように思う。本学は学生教

育といった部分も実績があるので，来年度以降，どう挽回して進めていけるかが

重要だと思う。 

 

 

７ その他 

牛木学長から，令和２年度に生じた，部局に対する説明等の場で役員が不適切

ととられる言動を行った事例に関する調査が終了したことについて報告があり，

これを受けて役員会構成員に対して，改めて公的な立場に十分留意し，不適切と

とられる言動は厳に慎むよう，徹底することについて指示があった。 

 


